
資料３－１



221



2



3



4



関東450㎞関西

80㎞/時 5.5時間

〇 無人での自動運転により、24時間365日運行が可能
〇 関東及び関西の拠点間であれば、最大3運行/日が可能となり、ドライバー不足対応に大きく貢献
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運行日数
1日

運行日数
2日間

自動運転化効果

現状

〇 荷主が関東⇔関西間（高速道における幹線輸送）の往復運行を依頼したと想定
【現状】 「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（改善基準告示）を遵守した有人運転の場合
【自動運転化効果】 幹線輸送をレベル4無人自動運転トラック化した場合

ドライバー必要数
0名

ドライバー必要数
延べ2名

運行本数
6便

運行本数
2便

ドライバー雇用

困難

事故リスク

増大

支払い運賃

上昇
増便手配

困窮

管理費用

増加
CO2排出量

増幅

ドライバー雇用

不要

事故リスク

低下

支払い運賃

抑制
増便手配

容易

管理費用

縮小
CO2排出量

減少
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【現状（関西⇔関東）】
①高速道路の燃料消費量（約95ℓ）
②荷待ち時の燃料消費量（約1.9ℓ）
③休憩時間の燃料消費量（約0.4ℓ）
④ドライバー通勤時の燃料消費量（約0.5ℓ）
⇒総燃料消費量：約98ℓ
⇒積載量40%（6トン）：約16.4ℓ/トン

【自動運転時（関西⇔関東）】
①高速道路の燃料消費量（約86ℓ）
②荷待ち時の燃料消費量（0ℓ）
③休憩時間の燃料消費量（0ℓ）
④ドライバー通勤時の燃料消費量（約0ℓ）
⇒総燃料消費量：約86ℓ
⇒積載量40%（6トン）：約14.4ℓ/トン

①速度最適化
②運行計画最適化
③休憩時間不要
④ドライバー通勤不要
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出典:JR貨物 出典:LNEWS
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〇 自動運転トラック幹線輸送サービスの立ち上げに向けた各種ご相談・ご支援
- 自動運転トラックを前提とした関係制度整備
- 円滑なモーダルコンビネーション実現に向けた各種標準化支援（JR貨物との取組み等）
- 高速道路近辺における政府保有資産の活用（国有地やNEXCOインフラ等）

〇 自動運転トラック幹線輸送サービスの社会実装に向けた各種ご相談・ご支援
- 自動運転トラック車両の導入支援（車両購入、自動運転化等）
- 自動運転トラックの切替拠点（有人⇔無人）の整備支援（造成、舗装等）
- 自動運転トラックを前提とした物流システムの構築支援（基幹業務、運行管理、管制システム等）
- 自動運転トラックの社会実装に向けた各種実証支援（物流会社や荷主との物流効率化検証等）

〇 自動運転トラック幹線輸送サービスの事業継続に向けた各種ご相談・ご支援
- 自動運転トラックを活用した物流事業への支援（補助、税制優遇等）
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株式会社宇佐美鉱油、株式会社環境エネルギー投資、株式会社Preferred 
Networks、紀陽キャピタルマネジメント株式会社、大和物流株式会社、
東京センチュリー株式会社、東邦アセチレン株式会社、

日本貨物鉄道株式会社、三井住友海上火災保険株式会社、

三井住友信託銀行株式会社、三井倉庫ロジスティクス株式会社

、三井物産株式会社、三菱地所株式会社、JA三井リース株式会社、
KDDI株式会社、Valuechain Innovation Fund 投資事業有限責任組合
(五十音順) 14
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